防災マニュアル委員会

· 非常用持ち出し袋をつくろう［日常からナップサック等に入れて・・］
　いざというときに持ち出せる防災必需品。

　一次持ち出し・・・被災後とりあえず持ち出す

　二次持ち出し・・・災害復旧までの数日間、避難所［新北島小］で自活するためのもの

· 一次持ち出し［男性で１５㌔、女性で１０㌔がめど］ナップサックに入れておく
	貴重品

重要１
	現金
	
	衣料

重要２
	セーター
	

	
	カード類
	
	
	ジャンパー
	

	
	通帳
	
	
	下着上下［二日分］
	

	
	保険証
	
	
	靴下
	

	
	証書
	
	
	軍手
	

	
	印鑑
	
	
	運動靴　　　家の中もガラスの海
	

	
	携帯電話
	
	その他

重要２
	粉ミルク
	

	
	メガネ・コンタクト・補聴器
	
	
	紙おむつ
	

	生活用品

重要３
	懐中電灯
	
	水・

食料

重要３
	水筒［水］
	

	
	ラジオ
	
	
	缶詰類
	

	
	電池
	
	
	乾パン
	

	
	ライター［チャッカマン］
	
	
	ヘルメット
	

	
	ナイフ［十徳ナイフ類］
	
	薬品

重要４
	消毒
	

	
	はさみ
	
	
	ガーゼ
	

	
	タオル
	
	
	脱脂綿
	

	
	ティッシュペーパー
	
	
	包帯
	

	
	石鹸
	
	
	持病薬
	

	その他

重要４
	毛布［タオルケット］
	
	その他

重要４
	ヘルメット
	

	
	寝袋
	
	
	ナップサック
	


· 二次持ち出し［野外キャンプ用品のイメージ］
	水・食料
	水［一人当たり１日３ℓ］
	
	その他
	裁縫セット
	

	
	米
	
	
	トイレットペーパー
	

	
	らーめん
	
	
	洗面具
	

	
	レトルト食品
	
	
	おもちゃ［幼児］
	

	食器

調理具
	食器・はし
	
	
	文庫本
	

	
	卓上コンロ
	
	
	教科書［学生］
	

	
	燃料のガス
	
	
	ガムテープ
	

	
	なべ
	
	
	雨具
	

	雑貨
	防水ビニールシート
	
	
	携帯トイレ
	

	
	ロープ
	
	
	バケツ
	

	
	ビニール袋
	
	
	
	


· 管理組合の備蓄
	ヘルメット
	１５個
	
	リヤカー［折畳式］
	２台
	

	スコップ
	５本
	
	救命道具セット
	１セット
	

	バール
	５本
	
	一輪車
	２台
	

	つるはし
	３本
	
	クリッパー
	２つ
	

	斧
	３本
	
	担架
	１セット
	

	懐中電灯
	１５個
	
	脚立
	数台
	

	［４級アマ］無線機
	３セット
	
	携帯トイレ
	
	

	携帯電源
	２セット
	
	ジャッキ
	３
	

	灯油・ガソリン
	
	
	笛
	２０個
	

	カセットコンロ
	
	
	α米
	
	

	燃料のガス
	
	
	
	
	

	かけや
	２本
	
	
	
	

	ハンドマイク
	15
	
	
	
	

	延長コード
	
	
	
	
	

	ブルーシート
	
	
	
	
	

	トラロープ
	
	
	
	
	

	バケツ
	15個
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家庭内　防震・防火対策

　風呂水、

第二回

防災を考える集い
2004年１１月１４日
この集いの経緯

防災マニュアル作成委員会

管理組合に答申する内容

・ファミリートーク新北島・防災に関する指針［１５日草引きの後集会］
・想定される災害

・隣家の安否確認方法

・組織　防災リーダーの条件・任務

・各階会議

・備蓄　管理組合として

・初期行動マニュアル

・評価
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震度４以上で行動開始！！
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１．家族の安否･安全確保
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　２．火の始末
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　　３．出口の確認

ベランダは地震で落ちるかも
　　　　　　　　　　玄関のドアを確認
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　　　４．隣家の安否確認

独居老人宅などは特に
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家具の下敷きになっているかも
　　　５．各階防災ﾘｰﾀﾞｰ連絡


避難は各階が単位で

行動します。

パニックにならないよう
日常から風呂水を残しながら・・
１９９５年１月１７日の記憶はまだ消えません。そこえ来て先日の中越地震は、今世紀前半に確実視される南海地震のことを思い起こさせます。今年の大型台風の襲来数も、大和川とともに生きなければならない私たちには、「もしも」の時を想定させてしまいます。

私たちにとって守るべき財産の筆頭は、やはり自分たちの命です。

１０月１６日、管理組合の委託を受ける形で防災マニュアル作成委員会が立ち上がりました。その中で以下の事柄について考えていかなければならないと、指針が提案され管理組合をはじめ、町会のほうへ提示、議論されることを希望しました。
ファミリートーク新北島・防災に関する指針
1． 災害時の目標

　　　　人的な被害を最小限にとどめ、情報不足から来るパニックを回避し、もっとも実行可能なマニュアルにそって行動する。速やかに行政の指揮下に入り、サービスの提供を受ける。
2． 想定すべき災害

●　地震　　　　　　最も重要で、このマニュアルの中心

●　火災・ガス爆発　日常から注意が必要

●　水害・津波　　　３階以下の人は上の階へ避難

3． 組織　［防災リーダー］
・［災害時］防災リーダーを各階ごとに決めておいて、災害の際リーダーを中心に各階ごとに行動する。防災リーダーは公務員、管理組合役員をさけ、また近隣の様子をよく知っている人から複数［町会役員含］、序列を含めて決めておく。

・［事前の組織化］そのために、各階ごとの会議を管理組合によって開き、趣旨の徹底と、居住者の状態［独居老人］把握をすすめる。

・［評価］防災の体制がどこまで進んでいるか。定期的な評価をする。
※　管理組合役員はサルベージ、マンションの保全に尽力し任務を明確に分担する。

4． 管理組合の備え
　　　　各家庭で備えるべきこととは別に、救護、誘導などに必要な備品の確保

5． 避難場所

　　　　　ファミリートーク新北島としては、新北島小学校を避難場所と定める。

6． マニュアル
・初期行動マニュアル　　・非常持ち出し一覧　　・管理組合防災備品一覧

7． 安否確認用の住民一覧表［管理組合用］

8． 災害時初期行動

· 家人の安全確保・安否確認　　　　　　　　・　火気消火

· ドアの開放　　　　　　　　　　　　　　　・　隣家の安全確認

· 防災リーダーによる安否確認・避難の決定　・　１次持ち出しを持って避難
9． 評価　震度４以上の時、どの階がマニュアルどおりにやれたか評価
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初期行動


マニュアル





地震　災害時避難場所


新北島小学校





津波・水害時は


避難しません。


３階以下の人は


上の階へ退避してください。
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